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          人造板の耐水塗装試験に就て
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  緒     言
 人造板叉は木材の耐水法に就いては勿論,一 般に耐水法を下記の如 く二大別するこ
とが出來る.
    L強 度耐水法
    2.輕 度耐水法
である・此 の大別は耐水力の強弱によつて別けiこのであるが故に,其 境界が定量的に
判然 と匠別 し難いのであるが,入 造板に於ける張度耐水法は,常 に水に浸 るが如 き場
合を問題 とする耐水方法で,例 へば,洗 揚 容水器等の揚合である.輕 度耐水法は短
時 聞水に濡 る、如 き揚合を問題 とする方法で,例 へば,床,天 井,壁 張用人造板の揚
合である・
 省叉,耐 水法は其方法に依つて,L表 居耐水法2.内 暦耐水法に大別することが出
來 る・前者 は主 として,耐 水性塗料を用ひて表面毛細管の耐水を行ひ,後 者は,紙 の
leimungの 如 く製造 に際 し豫め原料を耐水剤乏混合して,共 の目的を達するか,或 は
耐水剤 を或方法(有 機溶媒等)に よつて製晶内部に浸透せ しめて,内 部層中の毛細管並
表面毛細管 を耐水せ しむる方法である.内 暦耐水法は表居耐水法に比 して,一般に,剥
皮,鞄 裂・等の機械的原因に依つて塗膜面の破損を來すこと少なく,理 想的方法であ
るが,耐 水剤 の混和は繊維 を膠着せ しむるが故に之 が多量の使用は組織の剛直を來 さ
しむる憂があ り,組 織輕軟にして多孔なる人造板を得 るに不適當なる場合がある.
 現今人造板の用途は大略建築材料及工藝材料に別けることが出來 る.建 築材秤中床
板 及工藝材料は一般に組織緻密 なる硬質板を適當 とし・其他の建築材料(天 井,壁 張
等)に 於ては輕軟にて多孔,防 熟 防音の性質に富む板が希望 されて居る.且 其の用
途 が廣い.入 造板 と建築材料 として使用する揚合は,多 くの人造板は祥度の差はある
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    コ
が,吸 漁性,吸 水性を有する鋏窯がある.之 は天井,壁 板,等 の揚合は爾使用に堪へ
得 るが床板 としてコルク板代用 となす蝪合には致命的鋏鮎 とな る揚合がある・
 響に志方教授,著 者,井 上仁太郎氏等 と共 に樺太産ツンドラを原料 として製造 した
ツンドライト(人造板)に ついて も,上 記のこ とは同様 に考へ られる.ツ ン ドライトの
諸性質,帥 ち,比 重,① 熟絶縁性,(D抗 張強,9...)横断破壊強,(3)及磨滅試験㈲について
は巳に磯表 し,建 築耕料 としての性質の一端 を明に し†このであ るが,上 記の耐水性に
ついては研究が未だ不十分である.
 一定漁度氣中に於 けるツンドライトの吸漁性 に就ては志方教授,著 者,木 田諮次ω
氏等の報告せるところであつて,そ れにょると,コ ンクリー ト建築の二階並地階 に於
けるツン ドライトは四季 を通 じて含有水分14%以 上 となることな く,大艦普通の木材
と同一であるが,日 本家屋床下に於けるものは含有水分18%以 上 とな り,且軟化 して
實 用に耐へぬことを見出 し7二.
 ツンドラ4ト の水中に於ける吸水量ωは浸漬30時 間後製造に際 し,交流電流を使川
しt二るツン ドライトは,吸 水量最小にして約i70%(絶 封乾物量に封 し),加 熱製板せ
るものは最大にして約330%(絶 封乾物量に封 し)な ることを見出 した.
 此等の實験結果 よりして ヅン ドライトは建築材料 として,壁,天 井,床 張用 として
使用 し得 られるも(床下の如 き漁氣特に多 き場所には不適當)雨 漏,叉 は不意の散水等
により悪影響 を受 くる憂あるを以て耐水性に就 き更に研究す るを要す,依 つて,
 本研究に於ては,各 種人造板につき其耐水性を比較 し,且 耐水塗装による耐水性を
明にしようと思ふ.爾 耐水法は強度耐水法は暫 く措 き,表 暦塗装 による輕度耐水法を
主眼 とす.
  實 験 の 部
 本實験に使用しfこ装置は第一圖に示 しt:'此 の装置は著者の考察 に係 り,操 作簡輩
にして測定迅速な方法である.aは 細管内水面 を上下するに使用 し, bは 内as. O.2 cm.
の細管で1㏄ を100目 感 となし5×10『3 cc.ま で蹟取 ることが出來 る. cは 硝子板で,
摺合によつてbに 接績す.dはcと 同一大 さのゴム板で中央に直径2.Ocm.の 孔を
有 し,Tは 供試晶である・c-d. d-T,間 は融黙の高い ワセリンを塗布し,更 にc.
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d,T.を 上下各 。4ケ所 より螺旋 を以て腰着 し,間隙か
                             第 一 圖
ら漏 水するを防いだ.此 の装置に於ては吸水は常に一      〇.2・m                              「}        "
定面積(2/2)2π 配2を 通 して起 り, 一一定時間内 に起 る
吸 水量 は管 上 の目盛 に よ り測定 する こ とが出來 る・本       ・
装 置の映貼 は吸 水 と共 に水柱の高 さを憂 す るを以 て常      b                                   f
に供試品上の加墜力を異にする・故 に同一條件に於け
る比較 とは云ひ得ぬが少 くとも定性的比較には差支な  39・m W
                                 
しと思ふ・水柱の高 さo窯 に於て39 cm・ にして其水        1    ,
                                e
腰カー39.000瓦/糎2で ある・本法中ゴム板dを 使用       ]ee
したのは螺旋Pに より・及人造板Tの 吸水膨潤 によ     P  P
つて起 るc及Tの 破損を防止 し,且c-d, d-T,間 の  .,.一    、1;三1三8:騨
漏水を防 止す編 めである・(此漏水を防 ぐ爲めに鵬  … 調,i
高い 。ゼ リ。を用ひ7:が 之により充分緊密に爲 し得 る 1畠 ～
ことを確 めた)・この装置の本實験 に使用 し得 る例讃 として下圖 グラス板を用ひて實験
しナこ.
 供試品は樺太産ツンドラを原料 として製造 しt:ツ ンドライト(No・639)を 十分乾燥
後5×5×2cm.の 大 さに切断 し,表 面を平滑にして別表の如 く無塗装,塗 装・並他の
各種市販人造板及天然材の一例について實験 した・塗装は鉋仕上直後行ひ,實 験は供
試品の塗料十分乾燥せる後(塗 装面の耐水性は塗装直後 と長時間隔たる後 とは膜の伸
縮によつて異なるが故に,何 れ も塗装後約5ケ 月間氣乾 して用ひ†二)行 つた・使用塗
料は市販のニス,シ ケラック,ラ テヅクスゾル(ベ ンゾールにラテックスを懸濁 し†こも
ので含有乾物量1.075%)で ある.塗 装方法は刷毛を用ひ一回塗…装せるものを一回塗布
となし,乾 燥後同一面に更に同様塗装せるものを二回塗布 となす・(以下同様)一 回の
塗布量ニス及ジケラックは0.5瓦,ラ テックスゾルは0・6瓦である・但 し何れ も乾燥前
の塗料重量である・(實 験温度は約150Cの 室温)第 二圖(第 一表)は 各種市販人造板並
に無塗装 ツンドライ トの耐水實験結果で,パ ラフィン叉はロジンを以て防水 したバガ
ス歴板,木 材パルプ屡板は却つて無塗装 ツンドライトよりも耐水性悪 しく,炭 化 コル
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               第   一   表













    (1)無 塗装 ツン ドライト   (5)木 材パルプ膣板    es實験後55分
    (2)同   上        (6)バ ガス厘捲板     一實験せず
    (3)炭 化 コルク         (7)桐  (板目)
    (4)褐 色 フェルb     (8)グ ラ ス板
       膨 潤:80分 後表面膨化せる最大億・
       吸水深:80分 後中央を切噺し吸水の起i!し 垂直最大距離・
       吸水幅:80分 後切断し吸水の起 りし水卒最大距離・
ク,フ ェル トは全 く測定 不可能な程吸水 が起 ろ・天然材,桐 は良結 果 を與 へす二・尤 も此
装 置 は最大 水堅約39瓦/糎2の 條件 であ るか ら,主 として毛細管の太 さに關係 を有 し,
從 つて フェル トの如 き太 き毛細管を有 す る ものは,上 記 の結果 とな る こ とは當然 で あ
る・又從つ て水駆 の小 なる條件 に於 ける耐水 性は必す しも第二圖 の順位 を取 る とは限
らす.尚 ツン ドライ トは吸水後膨潤 す る鋏黙 がある.
 第三 圖(第 二表)は ツン ドライ トにニ ス又 は シケ ラックを塗装 した もの と無塗装 の も
の との比較 實験 であ る・之 によると此 の程度 の塗装 に よつて は耐水性 を増 加せ しむ る
こ と少 な く却 つて減 少す る傾向を示 す・
 第四圏(第 三 表)は ラテックスゾル塗装 ツン ドライ トの耐 水成 績 で,耐 水性 と塗 布回
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貌 の間 に一 麟 係 を示( c.・.… '3).
すことなく旧 繊 ・ 盤
り不良なる結果 を示すこ  
             
と第三圖の揚合 と同様で  
ある. 
              第五圖(第四表)は
ツン
             
ドライ トに ラテ・クスゾ 
            
品に もニス塗料各々二回  
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              第   二   表
       ツンドラ1ト 塗装(ニ ス, シケラック,摺i黍)filn'"水試験
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  {1)シ ケラックー回塗布   糖實験後465分 後の数値・de 10日後 も膨潤起らず・
  t2);   スー 回塗布
  (3)ニ  スニ回塗布 膨 潤:80分 後表面膨化せる最大値・
  (4)シ ケラックご回塗布  吸水深:80分 後中央を切噺し吸水の起 りし垂直最大距離・
  (5)摺 漆 塗 布  吸水幅:80分 後切噺し吸水の起 りし水李最大距離,
て實験後観察するも膨潤全 く起 らず.
 第六圖(第 五表)は ラテックスゾル とシクラック塗料の爾用であつて塗装方法は,第
五圖の揚合 と杢 く同様である・此の揚合は四回塗布以下は何れ も防水性弱 く六回塗布
に於て防水力最大 となる・五回塗布の ものは表面近 くに大なる木根存在 し上記供試品
と著 しく異なる組織を有するが故に實験か ら除いテこ・か 、る供試品は塗装後 も木根周
園に存花する開隙から浸水容易に起 り,耐 水性 を著 しく減退せ しむ るものである・故
に防水性の立揚から人造板製造に附して木根を除去すべ きである.
  實験 結 果 の考 察
 上記の實験結果により耐水力大なるものは,何 れもラテヅクスゾルを下塗 した揚合
の混用塗装である.ニ スを上塗 とした揚合は下塗を五回以上塗布し, シケラックを用
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ひる揚合には下塗を  (、    
五～六回以上塗布す'
            
ることによ り表層」塗   
装による輕度耐水法 
の目的は達せられる   
實際陥 、當りては 
            
ラテ・クスカ レの濃 
度を増加 して塗布回   
ある.        
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               第   5   表
         ツン ドライト塗装(ラ テックススゾル)耐 水試験
 (1)ラ テックスゾル六回塗布  (4)ラ テックスゾlv四回塗布  十,吸 水目盛以上にな
 (2)同     上ご回塗布  (5)同     上一回塗布   り測定不可能なるも
 (3)同     上三回塗布  (6)同     上五回塗布   80分まで共儘放置す
      膨 潤:80分 後表面膨牝せる最大値・
      吸水深:80分 後中央を切噺し吸水の起りし垂直最大距離・
      吸水幅:80分 後切断し吸水の起りし水亭最大距離・
 上記第三圖及第四圖に於 ける如 く,塗 料の輩用が何れ も耐水力の減少を來すことは
甚だ興味ある問題である・此について下記諸黙の考察 を要すること、思ふ 帥ち,塗
料輩用の揚合は,1)塗 装に際して初めツンドライトの表面が幾分膨潤を起 し,次 いで
乾燥 と共 に塗料の牧縮 によつて表面組織 を破壌する憂あること・2)ツ ン ドライトは塗
料の吸牧量大なる爲め,塗 装膜 を作 るには木材の揚合よりも塗料を多量に要 し,上 記
の使用量では未だ膜を作 るまでに至 らざること・3)本 實験 に於ては相當座力大なる爲
め假に膜が構成 されて も未だ腰力に耐へそ昇るに至つてなきこと・4)塗 料 と水 との結合
力の大小.等 にっいて明かにするを要す.此 等の貼については後 日報告する機會 もあ
らう.
 供試品の吸水深,吸 水幅 を観測するに組織均一一なる人造板の吸水は,吸 水ロを中心
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              第   四   表
         ツン ドライト塗装(ラ テックス十ニス)耐水試験
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  (1)ラテックスゾルー回塗布+ニ スニ回塗布  膨 潤:80分 後表面膨化せる最大値・
  (2)同     上二回塗布+同    上  吸水深:80分 後中央を切断し吸水の起
  (3)同     上三回塗布十同    上   りし垂直最大距離・
  (4)同     上四回塗布+同    上   吸水幅:80分 後切漸し吸水の起りし水
  (5)同     上五回塗布+同    上   卒最大距離'
  (*)實験時間後30分の結果
として封照的に起 り不均一組織の人造板は不鋤照的に起ることを見閏しナこ・此のこと
か ら本法は耐水吸水試験に使用され得 る以外に,製 板に際 しての墜力の分布,並 に人
造板内部組織の均一性を探知 し得 る一方法 ともなる.か 、る目的には水 よりも着色溶
液 を使用するのが便利である・                     ・
 人造板塗装の特異性:人 造板は天然材,金屡板等に比較 し其組織構造 を著 しく異に
するが故に,從つて塗装方法 も亦 自ら特異性を有す・1)人 造板は製造後伸縮が大 きく,
從つて耐水性の大なる塗膜層を作つても,板 の伸縮 と共に伸長,縮 小する弾力性に乏
しい時 は膜暦の題裂破損を來 し・折角の敷力を減少せしむるが故に耐水性に於て劣 る
も弾性 に富む下塗 を行ふことが殊に必要である.2)人 造板は天然材,金 屡板,可 塑艦
に比 し有敷度(Porositit)が 大なる爲めに塗料の吸牧が多い,從 つて適當なる下塗を用
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              第   五   表
      ツンドライト塗装(ラ テックスゾル+シ クラック)耐 水試験                        ら
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 (1)ラテックスゾルー回塗布十シケラヅクニ回塗布  膨 潤:80分 後表面膨化せる最大値・
 (2)同    上三回"+同      上  吸水深:80分 後中央を切断し吸水の
 (3)同     上二回"+同       上      起りし垂直最大距離・
 (4)同     上四回"+同      上  吸水幅:80分 後切噺し吸水の起りし
 (5)同     上六回"+同      上      水李最大距離・
びざれば塗料の潰費を來す。3)人造板の塗装は假令天然材の揚合に用ひて良好なる色
彩,光 澤を與ふ る塗料を用ひて も黒憂 し,光 澤を損 じ,外 槻美 を下すこと甚だ しい揚
合がある.例 へば ツンドライトにニス,叉 は油を塗装 した揚合である.依 つて人造板
の塗装に當つては上記三瓢 に殊に注意 し,上 記の映鮎 を補足 し得る下塗塗料を見出す
ことが必要である・ 上記の實験に於て下塗 として ラテックスゾルを用ひるナニ理由 もこ
こにある.摺 漆を用ひたる軍用塗装(第三圖)は耐水性強 く.漆 の消費量 も少な く,外
観 も亦良好である.
  要     約
 :・新に耐水試験装置を考案 し,之によつて定性的耐水試験 を簡軍に行ふ ことを得7二・
 2.39瓦/糎2の 堅力(温 度15。C内 外)下 に於 ける耐水試験に於ては無塗装 ツンドラ
イトは市販炭化 コルク,木 材パルプ堅板,バ ガス墜板より良妊なるも桐 よりは著 しく
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悪 しく且吸水と共に膨潤する映鮎がある・
 3.上記の條件に於て耐水の目的で ツンドライト上にニス叉は シケラヅク叉はラテッ
クスゾルを塗布 し忙輩用塗装は何れ も無塗装よりも不良な結果を與へ,且膨潤を起す.
然 し乍 ら摺漆塗装の揚合は結果甚だ良好である.
 4.上 記條件に於て耐水の口的を以て,ツ ンドライト上にラテックスゾルを五回叉は
六回以上塗布 し,更 に乾燥後其上 にニス叉はシケラックこ回塗布 しずこ混用塗装は無塗
装 よ りも甚だ良好な結果を與へ耐水力最大 とな り且膨潤せす・
 5.ツ ン ドライ5製 造に際 し木根,ス ゲの塊を混入することは,人 造板の耐水性を減
少 させる原因 となる.
 6.ニ ス,シ ケラック,油 の盟用塗装はツンドライトの原色を異憂せ しむる映黙があ
                 (51)
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る・然 し乍 ら摺 漆使用 の揚 合は光澤並淡赤色を幾分増 加 しツン ドラ イ トの外槻 美 を良
好 な らしむ る優 貼が あ る・                    ●
 7・人造板塗装 の特異性 に就 き論述 した・
  本研 究 に當 つて所員志方教授 の御指導 を感謝 す.
                           (第5回 京都講演會lc於 て資表)
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